
 

 

 

 

 

提 言 書 
 

 

多様性社会の推進について 
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1 はじめに  

 

 浜田市では、令 和 2 年度に「人権 問題に関する市民 意識調査」を

実施して市民の人 権意識の現状を 調 査し、「浜田市 人 権教育・ 啓発推

進基本計画（第 4 次）」を策定さ れ ました。この計画 に基づき、あら

ゆる機会を通じて 人権教育・啓発に 取り組み、市民が 安心して暮ら

せる「人権尊重の まちづくり」を推 進してこられまし た が、依然と

して様々な人権問 題が存在し、 急速 な社会変化によっ て 新たな人権

問題も生じていま す。  

 

 このような状況 を踏まえ、 本委員 会は 、令和 4 年 1 月に、取組課

題のテーマを「多 様性社会の推進に ついて」 に決定し 、 3 月には執

行部に人権問題の 現状や 取組状況 を ヒアリングすると ともに、 改定

された「浜田市人 権教育・啓発推進 基本計画 （第 4 次）」及び「浜田

市男女共同参画推 進計画 （第 4 次 ）」の解説を受けま した。  

 

その後、新たに制 定される（仮称） 浜田市人権尊重の まちづくり

条例に対して提言 すること とし、 他 の自治体が制定し ている人権条

例の中から特徴的 なものを 抽出・分 析 することにより 、 本市の条例

において大切にし ていただきたい視 点や 記載していた だきたい 内容

について意見交換 を 重ねてきました 。  

 

その協議結果 を次 のとおり取りまと めた ので提言 しま す。 提言内

容について十分配 慮を願うとともに 、本市における多 様性社会 の実

現に向けた取組が 一層 推進される こ とを望みます。  
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２  提言  

 

（１）現在の社会的背景について  

人 権 問 題 は 自 分 ご と で あ る と い う 認 識 を 市 民 が 持 て る よ う に 、

国 際 化 や 情 報 化 と い っ た 社 会 の 急 速 な 変 化 に よ っ て 顕 在 化 し て

いる新たな問題に ついて は、具体的 な事例（インター ネット上で

の誹謗中傷、地方 社会における外国 人の受入れ 等）と ともに、そ

れによって引き起 こされている問題（ハラスメント、傷つける等）

について明記され たい。  

 

 

（２）浜田らしさの表現方法について  

基本的事項を記す に留めず、目指す 社会像として 本市 が掲げる

「協働のまちづく り」にも触れなが ら、意識 の醸成 や 人権課題の

解決に向けた 考え 方 を示すとともに 、市民に対する 訴 求力を 持っ

た表現方法を検討 されたい。  

また、本市の歴史 において、地域外 との交流は極めて 重要な点

である。その文脈 と昨今の社会情勢 を重ねながら、「 多様性」とい

う言葉を用いて浜 田市らしさを表現 されたい。  

 

 

（３）市民の意識の持ち方について  

自らの権利を行使 する際には、社会 の構成員として の 責任を自

覚し、常に他者の 人権についても尊 重するよう、「権 利」と「責任」

について併記され たい。  

 

 

（４）相談体制のあり方について  

救済の観点から、安心して相談でき るセーフティネッ トが必須

と考える。相談過 程における市の役 割を整理するとと もに、適切

な相談体制を 構築 し、その充実を 図 ること について明 記されたい。 
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（５）教育・啓発活動の促進について  

急速な社会変化に よって課題も多様 化し、人権意識の 向上は一

層 求 め ら れ て い る 。 こ れ ま で の 歴 史 や 文 化 的 な 背 景 を 踏 ま え て 、

学校教育や社会教 育 等のあらゆる 手 段で教育・啓発活 動を 実施・

強化していくこと を明記されたい。  

また、あらゆる人 への理解促進が図 られるよう、わか りやすい

条 例 の 表 現 方 法 に つ い て も 工 夫 さ れ た い 。（ 条 例 の 補 助 資 料 と し

て、児童・生徒 や 外国人 等に向けた ハンドブック を製 作するなど

の対応も検討され たい。）  

 

 

（６）審議会の役割について  

審議会については 、人権施策に関す る重要事項等の調 査・審議

に加え、本条例 の 趣旨が いかされる ように 、関連する 行動計画及

びその進捗状況を 評価・検証 する機 能を有することに ついても明

記されたい。  

なお、こ のこと に ついて検討する際 に、本条例に基づ いた活動

を 推 進 す る た め の 関 連 す る 行 動 計 画 の あ り 方 に つ い て も 取 り 上

げられたい。  
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３  会議等の開催状況  

 

令和 3 年  

 日 付  内  容  

1 11月 30日  取 組 課 題 の テ ー マ に つ い て 各 委 員 か ら 提 案  

2 12月 16日  取 組 課 題 の テ ー マ に つ い て 各 委 員 か ら 提 案  

 

令和 4 年  

 日 付  内  容  

3 1月 17日  
取 組 課 題 の テ ー マ を 「 ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進 に つ

い て 」 に 決 定  

4 1月 26日  今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議（ 市 の 現 状 を 把 握 す る ） 

5 3月 23日  

浜 田 市 の 取 組 状 況 、 「 人 権 教 育 ・ 啓 発 推 進 基 本 計

画 （ 第 4次 ） 」 及 び 「 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 （ 第 4

次 ） 」 に つ い て （ 執 行 部 へ の ヒ ア リ ン グ ）  

取 組 課 題 の テ ー マ を「 多 様 性 社 会 の 推 進 に つ い て 」

に 変 更  

6 4月 20日  ヒ ア リ ン グ の 感 想 と 今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議  

7 6月 15日  今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議 （ 調 査 方 法 の 検 討 ）  

8 9月 1日  
今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議 （ 他 の 自 治 体 の 条 例 を

調 査 す る ）  

9 9月 9日  他 の 自 治 体 の 条 例 を 集 め て 協 議  

10  9月 28日  
他 の 自 治 体 の 条 例 を 踏 ま え 、 浜 田 市 の 人 権 条 例 に

盛 り 込 む べ き 事 項 等 に つ い て 協 議  

11  10月 31日  提 言 案 の 検 討  

12  11月 4日  提 言 案 の 検 討 、 決 定  

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務文教委員会  

              委  員  長   永見  利久 

              副委員長    三浦  大紀 

              委    員   肥後  孝俊 

              委    員   大谷   学 

              委    員   芦谷  英夫 

              委    員   佐々木 豊治 
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